
　志々伎漁協と福田酒造で、第22回志々伎漁協お
魚まつり、志々伎酒蔵まつりが開催されました。
　10日のお魚まつりでは、地元小学生のソーラン
節やマグロの解体ショー、活魚・鮮魚の販売などが
行われました。さかなのつかみ取りでは、大物の鯛
やひらめを捕まえようと必死に追いかける子どもた
ちに会場は盛り上がりました。
　10日～ 11日の福田酒造の酒蔵開きでは、蔵開き
限定酒などの試飲や、酒蔵見学、餅まきなどが行わ
れ、愛飲家が詰め掛けました。

おいしい魚と酒を堪能５ 10
～ 11

ヨガで心身共にリラックス

　広大な自然を活用したキャンプイン型ヨガイベン
ト「Good Morning Ikitsuki」が道の駅生月大橋で
開催され、道の駅にテントを張って宿泊する人や、
日帰りで参加した人など約100人が参加しました。
　イベントでは、ヨガインストラクターのナヴィン
氏をインドから招いて、キッズヨガや海の前で朝ヨ
ガなど、本格的なヨガプログラムを楽しみました。
　また、会場ではキッチンカーや、ビー玉遊具作り
体験、ポップコーン作り体験、マッサージや雑貨販
売なども行われました。

５ ５
～６ 世代を超えて楽しむ

　平戸市総合運動公園ライフカントリーで、第41
回全国竹とんぼ競技大会in長崎・平戸が開催されま
した。
　19日は、親子竹とんぼ教室が開催され小学生73
人が参加し、竹を削って、色を塗り竹とんぼを制作。
大会ではオリジナルの竹とんぼを使って飛距離など
を競いました。20日には、宮城県や沖縄県など全
国から集まった52人の愛好家が、自分に合うよう
に調整した手作りの竹とんぼで距離、高さ、滞空時
間を競いました。

４ 19
～ 20

　第22回長崎県ねんりんピックスポーツ交流大
会・文化交流大会が長崎県内各会場で行われ、平戸
市からゲートボールやペタンク、バウンドテニスな
どの10競技に合計39人が参加しました。
○上位入賞者
▶優勝　田原正伸さん（水泳平泳ぎ25ｍ・50ｍ）、
　　　　小林則章さん（弓道）
▶準優勝　前津吉グラウンドゴルフクラブ（グラウ
　　　　　ンドゴルフ）
▶３位入賞　濵村哲夫さん（マラソン３km）

熱気あふれるシニアの祭典５
10 がんに負けず、希望の一歩を共に！

　根獅子町で、平戸アネモネ会主催のがん患者サ
ポートチャリティーイベント「第４回海辺を歩こ
う！アネモネウォーク」が開催されました。
　がん患者やがん経験者、その家族など、約100人
が参加し、根獅子海浜公園と人津久海水浴場を往復
するコースを歩きました。
　参加者の中には、福岡県や熊本県など平戸市外か
らの参加者も多く、地域を超えた交流も生まれ、に
ぎやかな雰囲気の中で、改めてがん検診の大切さを
感じたイベントとなりました。

４
19

　整備が進められていた「アルベルゴ・ディフーゾ
タウン」の宿泊・飲食施設の完成に伴い、関係者向
けの内覧会が行われました。
　今回完成した平戸市内６カ所の施設は、古民家な
どの趣を残しながら、現代的なデザインと機能性を
融合させたつくりとなっています。また、外観は昔
ながらの街並みに溶け込んでおり、滞在者にとって
快適で居心地の良さを感じられる施設となっていま
す。今回、内覧会を行った６カ所の宿泊・飲食施設
は、６月１日にオープンします。

アルベルゴ・ディフーゾタウンへ
４
23

　川内町の中野漁協付近一帯で、「“あっつあっつ”
川内かまぼこフェス」が行われました。
　会場では、蒸したての川内かまぼこや、昨年度、
筑紫女学園大学の学生と共同開発した鄭成功ドーナ
ツ、さらには新商品の文旦かまぼこが販売されたほ
か、「特産品がその場で当たるガチャポン」も催され
ました。
　当日は、平戸市内外から訪れたたくさんの家族連
れや子どもたちでにぎわい、川内に熱気があふれた
１日となりました。

川内もかまぼこも“あっつあっつ”４
27
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